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防
疫
用（
消
毒
）機
器
購
入

費
用
を
助
成
し
ま
す

　

町
内
会
、
行
政
区
に
お
い
て
地
域

の
防
疫（
消
毒
）活
動
に
係
る
防
疫
用

（
消
毒
）機
器
を
購
入
す
る
場
合
に
、

購
入
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

申

請

者　

町
内
会
長
ま
た
は
行
政

委
員

補
助
金
額　

防
疫
用（
消
毒
）機
器
購

入
に
要
し
た
経
費
の
３
分
の
１（
上

限
３
０
、０
０
０
円
）

問　

環
境
対
策
課
（
内
線　

・　

）・

268

269

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

空
き
地
・
空
き
家
は
適
正

に
管
理
し
ま
し
ょ
う
！

　

空
き
地
・
空
き
家
の
所
有
者
は
、

雑
草
が
繁
茂
し
、
害
虫
の
発
生
な
ど

に
よ
り
周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
適
正
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

＊
空
き
地
・
空
き
家
の
雑
草
を
刈
り

取
り
ま
し
ょ
う
。

＊
空
き
地
に
は
、
囲
い
を
す
る
な
ど

ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
対
策
課
（
内
線　

・　

）

268

269

　

『
ご
み
は
分
別
し
て
捨
て
る
』一
人

ひ
と
り
が
、
環
境
の
こ
と
を
少
し
で

も
意
識
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
３

Ｒ
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線　

）
510

粗
大
ご
み
は
集
積
所
に

出
せ
ま
せ
ん
�

　

粗
大
ご
み
は
戸
別
に
予
約
を
し
て

か
ら
の
有
料
各
戸
収
集
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
勘
違
い
さ
れ
て
、

集
積
所
へ
粗
大
ご
み
を
出
す
方
が
い

る
よ
う
で
す
。
集
積
所
へ
出
し
た
粗

大
ご
み
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄
と

な
り
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線　

・　

）

402

403

　

廃
棄
物
の
減
量
化
や
再
生
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業
所
・

行
政
が
連
携
し
、
今
ま
で
以
上
に
ご

み
の
減
量
お
よ
び
資
源
化
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
使
い
捨
て
社
会
」

の
流
れ
を
、
ご
み
を
減
ら
し
て
資
源

や
も
の
を
大
切
に
使
う
「
循
環
型
社

会
」
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

み
ん
な
で
循
環
型
社
会
を
作
る
た

め
に
、
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）を
実

行
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
に
店
舗
を
構
え
る
小
売
業
者
８
社　

店
舗
に
お
い
て
、
食
品
売
り

25

場
な
ど
で
配
布
さ
れ
る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
等
を
実
施
し
、
消
費
者
の
方
々

へ
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
呼
び
か
け
、
レ
ジ
袋
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

レ
ジ
袋

レ
ジ
袋�

有
料
化

有
料
化�

の
　
　
　
　

等
が
始
ま
り
ま
す
！�
6
月
1
日
（
月
）か
ら
�

レ
ジ
袋

レ
ジ
袋�

有
料
化

有
料
化�

有
料
化�

　６月は「全国ごみ不法投棄監視

ウィーク」です。私たちの生活に

伴って排出される廃棄物が、一部

の心無い人たちの手によって、河

川や山林に、もしくは、人目を忍

んで他人の土地へ勝手に捨てられ

るケースがあります。

　市では、このような行為を防止

するため、職員によるパトロール

や不法投棄防止看板を設置するな

どのほか、不法投棄監視体制を強

化するため、「宮城県タクシー協

会」・「市内郵便局」・「森林組合」

と情報提供のための協定を結び、

山林や市街地を監視する体制を

とっています。

　このシステムは投棄物や投棄者

を発見した場合、速やかに石巻保

健所および警察署などの関係機関

に通報することにより、不法投棄

を未然に防止することを目的とし

ています。

　なお、不法投棄禁止違反の場合

は、５年以下の懲役または、１０００

万円以下の罰金に処せられます。

問　廃棄物対策課（内線４０２・４０３）

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄はははははははははははははははははははははは
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけまままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

ご
み
を
減
ら
そ
う

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　

繰
り
返
し
使
お
う

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ
う

「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間
」で
す
！

６
月
の
第
１
週
は

問　廃棄物対策課（内線510）

●レジ袋の有償提供による取り組みを実施する小売業者

実施店舗名小売業者

石巻東店イオンスーパーセンター（株）

ジャスコ石巻店イオンリテール（株）

石巻あけぼの店・石巻中里店（株）イトーヨーカ堂

飯野川店・広渕店・桃生店・山下店・
Ｕマート石巻店

（株）ウジエスーパー

エスタ店・ステップワン店（株）ステップ

アイトピア店・石巻渡波店・石巻大
橋店・蛇田店

みやぎ生活協同組合

石巻蛇田店・大街道店・中浦店・湊
鹿妻店

（株）ヨークベニマル

●マイバッグを持参した顧客にキャッシュバックによる取り組
みを実施する小売業者

実施店舗名小売業者

大街道店・鹿妻店・門脇店・中里店・
蛇田店・渡波店

（株）あいのや 行
政
情
報
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【
防
災
ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て

お
わ
び
と
訂
正
】

　

先
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す

「
防
災
ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
わ
び
し
て
、
次
の
よ

う
に
訂
正
し
ま
す
。

�
５
ペ
ー
ジ

　

「
地
震
の
揺
れ
と
想
定
さ
れ
る

被
害
」
に
お
け
る
表
中
の
記
載
が

「
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
３　

地
震

の
大
き
さ
＝
震
度
と
は
何
か
？　

に
お
け
る
気
象
庁
「
震
度
階
級
解

説
表
」
の
内
容
を
要
約
し
た
こ
と

に
よ
り
一
部
不
適
切
な
表
現
と
な

り
、
誤
解
を
与
え
ま
す
こ
と
か
ら
、

「
想
定
さ
れ
る
被
害
」
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
「
震
度
階
級
解
説

表
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

�　

ペ
ー
ジ

13

　

「
情
報
伝
達
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
災
害
時
要
援
護
者
施
設
一
覧

表
」
を
「
情
報
伝
達
を
定
め
て
い

る
災
害
時
要
援
護
者
施
設
一
覧

表
」
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

�
牡
鹿
地
区
配
布
の
マ
ッ
プ

　

牡
鹿
公
民
館
谷
川
分
館
と
牡
鹿

公
民
館
大
谷
川
分
館
の
位
置
が
逆

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、「
防
災
ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」は
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、６
月
末
に

公
開
す
る
予
定
で
す
。

問　

防
災
対
策
課（
内
線　

）
397

を
し
ま
す
。

※
平
成　

年
度
以
降
も
計
画
的
に
実

22

施
す
る
予
定
で
す
。

◇
地
籍
調
査
の
方
法

①
境
界
の
立
ち
会
い（
一
筆
地
調
査
）

を
行
い
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、法
務
局
に
あ
る「
公

図
」
と
「
登
記
簿
」
を
現
地
に
照
ら

し
合
わ
せ
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ

い
て
所
在
・
地
番
・
地
目
・
境
界
を

所
有
者
が
現
地
立
ち
会
い
の
も
と
調

査
し
、
確
認
す
る
も
の
で
す
。

②
土
地
を
一
筆
ご
と
に
正
し
く
測
量

し
ま
す

　

立
ち
会
い
を
し
て
境
界
が
定
ま
っ

た
ら
、
最
新
の
測
量
方
法
を
用
い
て
、

土
地
を
一
筆
ご
と
に
測
量
し
ま
す
。

③
調
査
や
測
量
の
結
果
を
皆
さ
ん
が

確
認（
閲
覧
）し
ま
す

　

調
査
や
測
量
の
結
果
、「
地
籍
図
」

と
「
地
籍
簿
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

そ
の
成
果
は
、
調
査
区
域
に
近
い

施
設
を
利
用
し
て　

日
間
閲
覧
し
ま

20

す
の
で
、
自
分
の
土
地
が
間
違
い
な

い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
土
地
登
記
簿
や
公
図
が
書
き
換
え

ら
れ
ま
す

　

閲
覧
が
終
わ
っ
た
ら
、
所
定
の
手

続
き
を
経
て
法
務
局
に
送
付
し
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
調
査
の
結
果
を
も

と
に
土
地
登
記
簿
や
公
図
を
書
き
換

え
ま
す
。

問　

建
設
総
務
課（
内
線　

・　

）

312

562

　

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
戸
籍
と
も

い
え
る
「
地
籍
」
の
明
確
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
地
籍
と
い
え
る
も
の
は
、

法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

「
土
地
登
記
簿
」
と
「
公
図
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
明
治
時

代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
明

確
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
土
地
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
実
施
す
る
地
籍
調
査
は
、

現
在
の
優
れ
た
測
量
技
術
に
よ
っ
て

正
確
で
新
し
い
地
図
（
地
籍
図
）
と

簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
、
皆
さ

ん
の
土
地
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

調
査
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◇
平
成　

年
度
調
査
予
定
地
区

21

　

水
押
一
丁
目
・
水
押
二
丁
目
・
水

押
三
丁
目

※
調
査
地
区
内
に
土
地
を
所
有
す
る

方
に
は
、
個
別
に
説
明
会
の
通
知

雄
勝
地
区　

地
区
全
域（
重
点
地
区
・
小
島
、波

板
地
区
）

河
南
地
区

　

主
会
場　

北
村
小
学
校

桃
生
地
区

　

地
区
全
域　

北
上
地
区

地
区
全
域（
重
点
地
区
・
女
川
地

区
）

牡
鹿
地
区　

　

地
区
全
域

問　

防
災
対
策
課
（
内
線　

）・
各
総

397

合
支
所
総
務
企
画
課

　

市
で
は
地
震
・
津
波
に
備
え
る
た

め
、
総
合
防
災
訓
練
を
各
地
区
で
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、当
日
の
午
前
９
時
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火
災
な
ど
と
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
と　

き　

　

６
月
７
日（
日
）午
前
９
時
〜

�
各
地
区
の
防
災
訓
練
会
場

石
巻
地
区

　

主
会
場　

総
合
運
動
公
園　
　
　

　

第
二
会
場　

荻
浜
地
区

河
北
地
区　

　

主
会
場　

大
谷
地
小
学
校

　人命や大切な財産を一瞬のうちに奪い去る土砂

災害。土石流、地すべり、がけ崩れなど土砂災害

は主に雨などが引き金となって発生します。

　梅雨時期から秋の台風シーズンにかけて、降雨の

多いときが土砂災害の最も発生しやすいときです。

　雨になったら要注意です。家や職場は大丈夫で

すか？

　危険な箇所を点検し、防災情報を収集するなど

「日ごろの備え」を万全にし、「早めの避難」を心

掛けましょう。

問　県東部土木事務所河川砂防第一班　�94-8785

市道路課�95-1111（内線389）・各総合支所産

業建設課

平
成
21
年
度
�

市
総
合
防
災
訓
練

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
実
施
し
ま
す

し
ま
す�

地籍調査に
ご協力を！

行
政
情
報


